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来
た
る
令
和
６
年
度
、
道
東
自
動
車

道
が
、
釧
路
ま
で
開
通
す
る
見
通
し
と

な
り
ま
し
た
。
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
が
進
み
、
各
圏
域
と
の
ア
ク

セ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
物
流
や
観

光
面
な
ど
、
十
勝
・
帯
広
に
与
え
る
効

果
を
期
待
す
る
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
半
世
紀
の
間
、
全
国
で
高
速
道

路
や
新
幹
線
、
地
方
空
港
な
ど
、
多
様

な
交
通
網
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
「
道
」
が
つ
な

が
っ
て
み
る
と
、
大
都
市
側
に
利
益
を

吸
い
上
げ
ら
れ
た
り
、
単
な
る
通
過
地

点
に
な
り
、
ま
ち
の
活
力
が
低
下
し
て

し
ま
っ
た
地
域
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
利
便
性
を

も
た
ら
す
と
同
時
に
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
こ
れ
か
ら
何
を
強
み
に
し
て
発
展

し
て
い
く
の
か
、
ま
ち
の
未
来
を
し
っ

か
り
考
え
る
機
会
を
改
め
て
与
え
て
く

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

北
海
道
の
縦
横
の
道
が
ク
ロ
ス
す
る

結
節
点
に
位
置
し
、
大
自
然
に
恵
ま
れ

た
「
ひ
が
し
北
海
道
」
の
一
翼
を
担
う

十
勝
・
帯
広
。

　

単
な
る
交
通
の
結
節
点
で
は
な
く
、

ヒ
ト
や
モ
ノ
の
流
れ
に
と
っ
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
“要
衝
”
に
な
る
た
め

に
考
え
る
べ
き
こ
と
は
何
か
。

　

市
が
管
内
町
村
と
と
も
に
取
り
組
む

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
で
は
、
食

と
農
林
漁
業
に
関
す
る
基
盤
づ
く
り
な

ど
を
進
め
る
た
め
、
１
市
単
独
の
視
点

か
ら
十
勝
18
町
村
と
の
連
携
や
海
外
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
加
え
る
こ
と
な
ど
、
広

域
的
な
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
牛
肉
を
輸
出
す

る
に
は
、
加
工
の
た
め
本
州
の
工
場
ま

で
輸
送
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
市
は
諸
外
国
の
厳
し
い
衛
生

管
理
基
準
も
ク
リ
ア
で
き
る「
と
畜
場
」

の
整
備
を
支
援
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

販
路
拡
大
や
コ
ス
ト
抑
制
な
ど
に
つ
な

が
る
基
盤
整
備
と
生
産
者
の
皆
さ
ん
の

意
欲
が
結
び
つ
き
、
近
年
、
十
勝
に
お

け
る
畜
産
の
取
扱
量
や
生
産
額
は
、
大

き
く
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
時
間
と
コ
ス
ト
が
圧
縮
さ
れ
る
中
、

こ
れ
ま
で
の
当
た
り
前
と
考
え
て
き
た

こ
と
や
、
常
識
を
超
え
た
新
し
い
景
色

の
中
に
、「
ひ
が
し
北
海
道
」
と
し
て

の
姿
を
考
え
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

十
勝
・
帯
広
が
有
す
る
資
源
を
過
大

に
も
過
小
に
も
評
価
す
る
こ
と
な
く
、

冷
静
に
正
し
く
評
価
・
認
識
し
な
が
ら
、

従
来
の
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
ず
に
新
し

い
も
の
や
変
化
を
受
け
入
れ
る
「
開
放

性
」
と
、
自
分
と
違
う
意
見
も
尊
重
す

る
「
多
様
性
」
を
持
ち
、「
ひ
が
し
北

海
道
」
と
い
う
大
き
な
エ
リ
ア
の
中
で
、

そ
の
“要
衝
”
た
る
に
は
、
い
か
に
あ

る
べ
き
か
、
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
る
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
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特
定
創
業
支
援
等
事
業

　

市
で
は
、
創
業
希
望
者
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、十
勝
管
内
の
全
自
治
体
、

商
工
会
議
所
・
商
工
会
、
金
融
機
関
な

ど
と
連
携
し「
特
定
創
業
支
援
等
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
利
用
す
る
と
、
創
業
希
望
者

は
、
帯
広
商
工
会
議
所
や
金
融
機
関
の

相
談
窓
口
な
ど
で
、
経
営
、
財
務
、
人

材
育
成
、
販
路
開
拓
な
ど
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
を
継
続
的
に
利
用
し
、

市
の
認
定
を
受
け
た
人
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
国
の
支
援
策
（
①
会
社
設
立
時
の
登

録
免
許
税
の
軽
減
、
②
信
用
保
証
協
会

の
創
業
関
連
保
証
の
特
例
、
③
日
本
政

策
金
融
公
庫
の
新
創
業
融
資
制
度
の
特

例
、
④
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
新
規
開

業
支
援
資
金
の
貸
付
利
率
の
引
き
下

げ
）
を
活
用
で
き
ま
す
。

帯
広
市
中
小
企
業
振
興
融
資
制
度

　

市
内
金
融
機
関
を
通
じ
て
、

低
利
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
商
業
労

働
課
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

と
か
ち
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
事
業
創
発
）

　

市
で
は
、帯
広
信
用
金
庫
を
は
じ
め
、

十
勝
管
内
18
町
村
、
と
か
ち
財
団
、
野

村
総
合
研
究
所
と
共
同
で
「
と
か
ち
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
十
勝
で
創
業
・

起
業
を
目
指
す
人
が
、
国
内
の
革
新
的

な
事
業
に
取
り
組
む
経
営
者
の
講
演
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
参
加
し
、
新
た
な

事
業
の
創
発
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
６
年
間
実
施
し
51
件
の

事
業
構
想
が
生
ま
れ
、
そ
の
う
ち
17
件

が
事
業
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
８
月
か
ら
12
月
ま
で
全
15

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
新
た
な

事
業
の
創
発
を
目
指
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
受
け
付
け
は
７
月
下
旬

か
ら
８
月
中
旬
ま
で
行
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
、
経
済
企
画
課
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

小
規
模
特
認
校
制
度
は
、
小
規
模
な

ら
で
は
の
、
き
め
細
か
な
指
導
や
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
農
村
地

域
の
小
学
校
に
、
区
域
外
か
ら
入
学
で

き
る
制
度
で
す
。

　

愛
国
小
学
校
と
清
川
小
学
校
で
は
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
も
と
、
児
童
の

学
力
向
上
や
健
や
か
な
成
長
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
た
め
に
、
特
色
あ
る
教

育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
中
で
、
子
ど
も
を
の
び
の
び

と
学
ば
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
保
護
者

の
皆
さ
ん
は
、
小
規
模
特
認
校
制
度
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
学
校

見
学
の
希
望
は
、
直
接
各
学
校
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
の
募
集
は
１
月
か
ら

　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
広
報
お
び

ひ
ろ
１
月
号
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
児
童　

心
身
と
も
に
健
康
で
、
市

街
地
の
小
学
校
へ
通
学
を
指
定
さ
れ
て

い
る
令
和
４
年
度
の
小
学
１
〜
６
年
生

（
受
け
入
れ
校
の
教
育
に
、
保
護
者
が

理
解
と
協
力
を
い
た
だ
け
る
人
）

入 

学 

日　

令
和
４
年
４
月
１
日

期　
　

間　

原
則
卒
業
ま
で
、
最
短
１

年
以
上

募
集
人
数　

各
学
校
、
各
学
年
３
人
程

度

創
業
希
望
者
の

活
動
を
支
援

豊
か
な
自
然
の
中
で

学
び
ま
せ
ん
か

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
が
あ
り
ま
す

小
規
模
特
認
校
制
度
（
愛
国
・
清
川
小
学
校
）

経
済
企
画
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４
１
６
３
）、

問
い
合
わ
せ

商
業
労
働
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４
１
６
５
）

学
校
教
育
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
２
０
４
）

問
い
合
わ
せ

事業アイデアについて議論する様子

事業構想発表後の参加者集合写真

高学年が低学年に優しく教える
一輪車

　農村地域でありながら市街
地に近く、自然に恵まれた学
校です。
　料理や畑の専門家から直接

「食」と「農業」の重要性や魅
力を学ぶ食農教育や、愛国小
伝統の一輪車検定など、特色
ある教育活動を行っています。

地域講師と一緒に氷の彫刻作り

　木をふんだんに利用した温
かみのある校舎と、地域と連
携した教育活動が特色です。
　自然や人々とのふれあいを
大切にして、心豊かな子ども
たちの育成に努めているほか、
清川中学校との連携も盛んです。

愛国小学校（愛国町基線23、☎64・4751）

清川小学校（清川町西３線、☎60・2035）

ホームページからご意見・お問い合わせができます　インターネットを使って帯広市ホームページの各ページの下にある「ご意見・お問い合わせフォーム」
から、質問や意見を受け付けていますのでご活用ください。　問 広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）
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